
ぼくはおじいちゃんのおにいちゃん

ボランティア紹介リレー

取材を終えて
　今回は普段の練習日に訪問させていただきました。練習は笑いがたえず、和気あいあいとした雰
囲気で行われていました。スチールギター、ウクレレ、マラカスなどの 7種類の楽器と優しい歌声の
ハワイアンバンド生演奏、素敵なフラダンスを拝見し、とても楽しい時間でした。これからも、イメ
イカ・アイランダースのますますのご活躍を願っています。

堀　直子/作　田中　六大/絵　ポプラ社
　 主人公のカイトの家にやってきたおじいちゃんは、カイトのことを「まもるにいちゃ
ん」と呼びます。それは、亡くなったおじいちゃんのおにいさんの名前でした。そんな
おじいちゃんの変化に戸惑うカイトでしたが、おじいちゃんのお世話を頼まれること
になります…。
 　高齢になったおじいちゃんの変化に戸惑い、反発しながらも、一緒に過ごす中で現
在のおじいちゃんを徐々に受け入れ、心を寄り添わせていく男の子の姿を描いた作
品です。

おすすめ福祉の本
図書館で借りる
ことができます。
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第22回
今回は、『千秋民謡クラブ』からの紹介で、
『イメイカ・アイランダース』をご紹介します。

障害者相談支援センターだより

施設訪問中♬

練習の様子

様々な場所で活躍しています

「イメイカ・アイランダース」とは？
　開明に住むメンバーを中心とした 10人のハワイアンバンド演奏・フラ
ダンスの活動を行う団体です。グループ名の“イメイカ”は反対から読むと、
“カイメイ ( 開明 )”、アイランダースは開明にある６つの町内を島 ( アイラ
ンド ) として捉えており、「イメイカ・アイランダース」とは“開明の島民た
ちが集まって活動する”という意味です。

主な活動や目的は？
　メンバーの脳活性化を目的に活動しており、市内の福祉施設やふれあ
い・いきいきサロン、老人クラブへの訪問演奏を中心に、企業のイベント、
公設ホールでも公演しています。曲のレパートリーはハワイアンミュー
ジックから馴染みのある歌謡曲まで、50 曲あります。普段は週に 1回、
開明公民館で、ハワイアンバンド演奏・フラダンスの練習をしています。

活動のやりがいは？
　ハワイアンミュージックは癒しの音楽と言われており、愛をテーマにし
ているものが多いので、訪問先や公演会などで、みなさんと癒しと楽しい
時間を共有できることが何よりもうれしく、「楽しかったよ」「また来てほし
い」と声かけられることにやりがいを感じます。

市民の皆様へひとこと
　令和 2年度は新型コロナウイルスの影響で、施設訪問などができず、設立 6周年記念ライブの開
催も断念しました。代わりに記念アルバム作成に向けての収録や、新型コロナウイルスが落ち着いた
ときに施設訪問などができるように一生懸命練習しています。また、フラダンスのメンバーを募集し
ているので、興味のある方は是非、社会福祉協議会へご連絡ください。(℡:85-7024)

第3次　一宮市障害者基本計画
第6期　一宮市障害福祉計画
第2期　一宮市障害児福祉計画 (令和3年3月策定)

障害者基本計画や障害者(児)福祉計画って　どんな計画？
　障害者基本法や障害者総合支援法などに基づき、一宮市の令和3年度からの障害者施策や障害福祉サー
ビス等の計画をまとめたものです。理念や方針、施策・事業を定め、サービスや支援を充実させること
で、すべての人々の人権が尊重され、障害のある人もない人も、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目
指しています。

基本理念

6つの基本目標

2. すき間のない相談支援・情報提供体制の整備

1. 障害への理解促進と障害のある人の権利の尊重

3．健康づくりの促進と保健・医療・福祉の連携

4．子どもが自分らしく成長できる療育・保育・教育環境の整備

5．障害のある人の雇用・就労の支援

6．地域生活を支える生活環境の充実

①障害についての理解を深める教育・啓発
②障害のある人の権利擁護の推進
③関係団体やボランティア、当事者団体への支援

①日常生活を支えるサービスの充実と利用の円滑化
②経済的な安定に向けた支援
③相談支援体制の整備
④情報提供体制の整備と情報のバリアフリー化の推進

①障害の早期発見と早期療育の体制の整備
②切れ目のない支援に向けた支援機関のネットワーク化
③保育・教育環境の整備

①雇用・就労の促進
②就労の定着に向けた支援
③障害者就労施設等における工賃の確保

①安全・安心な居住環境の整備
②社会参加への支援
③文化芸術・スポーツ活動等の推進
④防災対策の推進

①障害の発生予防と心身の健康づくりの推進
②保健・医療・福祉の連携強化

➡
　計画を着実に実行するため、市民視点、当事者視点、
専門的視点から定期的に点検・評価を行い、その結果を
事業実施に反映させていく「PDCAサイクル」による進
行管理を行うことが重要です。
　この計画の推進では、「障害者自立支援協議会」を評
価機関とし、当事者の視点を踏まえた計画の進捗管理と
事業の改善を行います。

計画の進捗管理

各サービス毎に令和5年度までの見込み量と、提供
体制の確保策を示しています。

サービス等の見込み量と確保方策
〇障害福祉サービス
・在宅生活への支援(居宅介護、重度訪問介護、同行援護等)
・日中活動への支援(生活介護、自立訓練、就労移行等)
・居住の場への支援(施設入所支援、グループホーム等)

〇地域生活支援事業
・生活に必要な外出のための支援(移動支援)
・日中の見守りと活動の場の提供(日中一時支援)　　
・相談に応じ自立した生活の支援(相談支援)
・手話通訳、点訳、音声訳等による支援(意思疎通支援)

ノーマライ
ゼーション

リハビリ
テーション

インテグ
レーション

だれもが
人格と多様性を
尊重し支え合う
共生のまち 一宮

障害のある人とない人が、同じ場所で
ともに学び生活していく

医学、理学的な機能回復のみならず、人間として
の尊厳を回復し、生きがいをもって社会参加する

全ての人が障害等に関わらず、平等に自立生活を
営めることが本来の社会の姿である
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